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葡
…
萄
牙
の
マ
カ
オ
　
殖
民
．
地
の
起
原

（
下
）

丈
學
博
士

矢
　
　
野

仁

一

　
此
の
如
く
葡
萄
牙
入
臓
支
那
官
憲
ε
の
約
束
に
依
り
、

武
力
を
以
て
海
賊
を
討
伐
し
、
マ
カ
オ
の
居
佐
を
許
さ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

る
に
至
つ
紀
も
の
ご
解
繹
す
れ
ば
、
ぜ
ソ
↑
－
－
が
マ
カ
オ

の
処
原
を
以
て
、
一
五
五
七
年
廣
東
の
官
憲
が
支
那
商
入

の
要
求
に
依
り
、
萄
萄
義
人
に
興
へ
た
る
結
果
に
甚
し
、

未
開
の
荒
土
が
化
し
て
、
繁
集
の
欧
羅
巴
風
市
街
こ
な
り

・
葡
萄
牙
人
慧
宛
か
も
脅
國
の
郷
土
に
あ
る
思
を
な
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

安
堵
樂
面
し
た
如
く
記
し
て
居
る
記
事
も
、
叉
ジ
ユ
ソ
グ

ス
テ
ツ
争
起
引
用
せ
る
ラ
・
ク
シ
ル
ド
H
聾
。
回
Φ
益
Φ
の
葡
萄

牙
史
藁
。
。
8
膏
待
肥
。
登
σ
q
“
9
0
膿
記
し
て
あ
る
、
葡
萄
牙

・
久
が
マ
カ
ォ
ゼ
云
ふ
一
如
島
に
至
る
許
可
を
請
ひ
て
許
さ

れ
、
叉
其
後
面
持
に
し
て
潜
干
の
家
領
を
自
樹
K
建
造
す

る
許
可
を
得
た
ぜ
云
ふ
、
マ
カ
オ
山
來
説
も
、
至
妙
も

　
　
　
第
五
巻
　
研
究
　
葡
萄
牙
の
マ
カ
オ
菰
瓜
地
の
起
瀕

も
海
賊
討
伐
説
ぜ
糧
着
す
る
も
の
ゼ
は
思
は
れ
な
い
。

　
　
り
　

　
ジ
ユ
ン
グ
ス
タ
ッ
ト
は
一
七
七
七
年
に
マ
カ
オ
の
一
翼

引
導
ギ
ム
・
ア
レ
キ
ず
ソ
デ
ア
・
ダ
・
シ
川
ヅ
ア
ポ
ペ
ー
3
ロ
ナ
・

ギ
マ
ラ
イ
エ
ン
ス
U
。
ヨ
〉
冨
蓋
鼠
正
号
Q
ら
穿
餌
℃
巳
δ
匂
。
騨

○
自
冒
舞
賠
霧
が
、
　
マ
カ
オ
知
事
こ
し
て
元
老
院
に
興
へ

た
敷
、
書
に
、
葡
萄
牙
入
は
地
租
を
納
…
め
て
、
支
那
帝
よ
リ

マ
カ
オ
の
借
地
使
用
樺
を
得
た
…
檬
に
述
べ
て
あ
る
こ
ご
を

認
し
て
居
る
が
、
こ
れ
は
後
代
の
事
賀
よ
り
推
定
し
た
憶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　

説
仁
過
ぎ
な
い
機
で
あ
る
。
ジ
ユ
ン
グ
ス
グ
ッ
ト
は
マ
カ

オ
の
姻
家
鷲
曾
て
、
別
に
一
説
を
立
て
、
支
那
東
部
の
顧

建
省
及
び
湖
江
省
よ
り
騙
趣
さ
れ
し
冒
瞼
者
の
一
大
群
は

サ
ン
シ
ャ
ン
及
び
ラ
ム
パ
カ
ォ
仁
企
て
、
商
品
の
市
場
を

求
め
し
窩
、
霧
鼓
打
・
†
分
な
ち
す
、
旛
間
貿
易
を
始
め
て
、
廣

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
九
五
　
（
二
一
九
）



　
　
　
第
五
巻
　
研
究
　
葡
萄
牙
の
マ
カ
オ
蕪
尺
塘
の
起
原

東
海
上
を
茄
し
廻
っ
た
揚
句
、
貿
易
を
確
説
な
基
礎
の
上

に
於
て
行
ひ
、
海
賊
の
危
瞼
を
避
け
、
又
支
那
の
巡
罪
質

に
強
徴
せ
ら
る
～
高
曇
な
密
貿
易
黙
許
料
を
免
れ
る
必
要

を
戚
じ
、
支
那
商
人
ご
協
力
し
て
、
支
那
官
憲
に
五
聖
し

懇
願
贈
遺
等
の
方
法
を
畿
長
し
て
、
途
に
其
目
的
を
達
し

一
五
五
七
年
ア
マ
ビ
号
す
る
荒
蕪
の
一
島
喚
は
、
彼
等
の

．
居
住
地
こ
し
て
提
供
せ
ら
る
、
に
及
ん
で
、
彼
等
は
ラ
ム

バ
カ
ォ
よ
り
四
艘
の
船
に
乗
じ
て
、
直
ち
に
雌
蕊
に
赴
い

だ
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
抑
も
マ
カ
オ
殖
民
地
の
始
ま
う
で

在
來
の
假
小
屋
は
堅
牢
な
る
寡
屋
に
改
造
せ
ら
れ
、
禮
笄

堂
は
設
け
ら
れ
、
俄
か
に
葡
萄
牙
殖
民
地
の
面
冒
を
具
備

す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
葡
萄
牙
殖
民
者
は
猶
ほ
自

ら
脱
力
の
弱
く
、
副
底
兵
力
を
以
て
其
地
位
を
維
持
す
る

の
不
可
能
な
る
を
知
り
、
從
來
の
政
略
を
踏
襲
す
る
に
決

し
、
服
從
ご
賂
遺
ε
に
依
っ
て
、
大
小
官
吏
の
懐
心
を
結

び
、
二
十
五
年
岡
も
マ
カ
オ
の
繁
繋
累
達
に
就
て
、
目
を

閉
ぢ
し
む
る
こ
ご
を
得
た
の
で
あ
る
ε
言
っ
て
、
海
賊
説

　
　
　
　
　
　
静
4
5
　
二
　
…
號
　
　
　
　
九
山
ハ
　
（
ニ
ニ
○
）

を
否
認
し
て
居
る
。
然
し
幾
ら
葡
萄
牙
人
が
服
從
ご
上
騰

ご
に
依
っ
て
、
巧
み
に
支
那
の
艶
場
に
蓮
黙
し
た
こ
言
っ

て
も
、
地
方
守
土
の
貴
任
あ
る
支
那
大
小
の
官
吏
を
、
蓋

く
懐
柔
し
て
、
支
那
の
領
土
た
る
マ
カ
オ
を
譲
令
せ
し
め

叉
二
十
五
年
聞
葡
萄
牙
殖
民
地
こ
し
て
、
半
里
達
繁
榮
に

放
任
せ
し
む
る
こ
ご
に
成
功
し
た
ご
は
、
考
へ
ら
れ
な
い

事
で
あ
る
。

　
此
の
如
く
葡
萄
牙
駈
傳
の
説
だ
け
に
就
て
考
へ
る
ご
、

葡
萄
牙
人
が
支
那
官
憲
こ
の
約
束
に
依
り
海
賊
を
討
伐
し

其
條
件
ご
し
て
マ
カ
オ
に
居
留
す
る
こ
ビ
を
許
さ
れ
た
ビ

云
ふ
説
は
、
最
も
事
彙
の
眞
相
を
得
て
居
る
様
に
思
は
れ

る
が
、
果
し
て
支
那
の
史
籍
に
撃
て
、
之
を
野
鼠
す
べ
き

史
料
が
無
い
で
あ
ら
う
か
Q
嘉
靖
四
十
三
年
（
一
五
六
四

年
）
の
廣
束
御
史
麗
爾
鵬
の
撫
慮
濠
鏡
湊
夷
疏
に
、
葡
萄

牙
人
の
近
数
年
殊
マ
カ
オ
に
糠
っ
て
、
家
屋
を
築
造
す
る

に
至
り
し
は
、
交
易
の
便
セ
圖
る
爲
め
、
地
勢
の
不
便
に

し
て
水
工
の
悪
し
き
、
ラ
ム
パ
カ
オ
の
如
き
碇
泊
地
を
避

、



け
た
る
も
の
で
あ
る
こ
ビ
を
説
き
、
彼
等
を
し
て
之
を
撤

去
せ
し
む
る
意
見
を
述
べ
て
居
る
が
、
共
中
に
使
誤
認
搬
レ

屋
而
随
レ
寵
命
毛
、
共
溝
泊
各
有
二
定
所
嚇
悉
迩
ゆ
往
年
定
例
h

中
客
若
駒
レ
啓
レ
欝
爲
し
憂
、
則
掴
肇
之
蘭
、
亦
嘗
＝
早
見
而
預
待
ソ

之
、
富
有
｝
奮
漢
見
存
ハ
皆
以
τ
耳
目
所
二
親
見
聞
一
者
撫
彼
牌
旨

何
人
一
門
レ
怨
乎
、
番
舶
碁
盤
錐
レ
有
＝
一
時
近
v
利
．
而
篇
聾
内

地
噛
實
将
隠
隠
憂
ご
言
っ
て
あ
る
。
騰
爾
鵬
は
支
那
官
憲

が
抽
分
の
利
盆
を
期
し
、
葡
萄
牙
人
の
マ
カ
オ
占
領
を
黙

認
し
た
も
の
～
楼
に
考
へ
て
屠
る
の
で
あ
る
。
明
器
佛
郎

機
傳
に
、
先
レ
是
邉
羅
、
占
城
、
瓜
瞳
、
琉
球
、
淳
泥
、
諸

國
互
市
、
供
在
一
廣
州
一
設
＝
市
舶
司
一
領
レ
之
、
正
徳
時
移
　
於

高
州
之
電
影
縣
嚇
懸
軍
十
四
年
指
輝
黄
慶
納
レ
賄
晴
二
於
上

官
羽
重
謡
言
鏡
下
男
鹸
諜
二
萬
蓋
世
佛
器
機
途
轟
轟
混
入
ハ

高
論
飛
莞
、
櫛
比
相
望
、
閥
肇
商
人
趨
レ
之
若
レ
驚
　
久
レ
之

其
來
盆
衆
、
諸
國
入
畏
而
避
レ
之
、
…
逐
專
爲
レ
所
レ
擦
の
交
あ

り
。
之
に
慷
る
ご
、
林
密
の
上
奏
の
結
果
、
廣
束
に
通
す

る
こ
ご
に
な
っ
た
貢
市
融
…
以
外
の
諸
國
商
舶
…
も
、
嘉
靖
十
・

　
　
　
第
五
谷
　
　
研
　
究
　
　
葡
萄
牙
の
マ
カ
ナ
殖
鋭
触
の
起
原

四
年
二
五
三
五
単
）
言
忌
、
高
州
鷺
臼
縣
よ
b
マ
カ
オ
に

移
っ
て
貿
易
す
る
こ
ご
を
許
さ
る
＼
楼
に
な
っ
た
が
、
此

時
も
葡
萄
牙
人
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
葡
萄
牙

入
の
マ
カ
オ
に
取
る
様
に
な
っ
た
の
は
、
許
さ
れ
た
の
で

は
な
く
、
混
入
し
た
の
で
あ
る
。
マ
カ
オ
の
葡
萄
牙
殖
民

地
こ
な
つ
だ
の
も
、
割
襟
さ
れ
穴
の
で
は
な
く
、
葡
萄
牙

人
の
來
な
い
以
前
よ
b
こ
、
に
貿
易
を
許
さ
れ
て
居
た
諸

腰
人
は
却
っ
て
葡
萄
愚
人
を
畏
避
し
た
の
で
あ
る
、
然
ら

ば
明
史
の
記
事
も
亦
占
領
説
を
認
め
て
居
る
も
の
こ
言
っ

て
よ
い
の
で
あ
る
Q

　
　
ぬ
　

　
香
山
縣
志
に
歳
謡
言
課
金
の
楡
納
者
は
佛
郎
機
で
、
佛

郎
機
の
地
細
が
始
ま
っ
た
の
は
、
萬
暦
以
來
で
あ
る
か
ら

此
武
綴
金
は
地
租
で
な
く
、
船
難
で
あ
る
ざ
言
っ
て
あ
る

が
、
明
史
の
事
事
に
漁
る
ご
、
歳
霜
武
器
金
の
輸
納
者
は

佛
郎
機
で
な
く
て
、
退
羅
占
城
瓜
膣
等
の
諸
國
で
あ
る
Q
彼

等
は
マ
カ
オ
に
出
入
貿
易
し
た
る
の
み
で
、
マ
カ
オ
の
地

を
難
儀
し
て
之
に
居
住
し
π
課
で
な
い
か
ら
、
勿
論
彼
等

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
　
九
七
　
（
ニ
ニ
ご



　
　
　
第
五
巷
　
　
研
　
究
　
　
葡
萄
牙
の
マ
カ
ナ
殖
民
地
の
起
原

の
滞
納
せ
る
歳
下
金
は
、
地
租
ご
は
考
へ
ら
れ
な
い
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　

あ
る
。
然
る
に
他
の
一
説
は
漢
門
紀
略
の
設
で
あ
る
Q
之

に
は
嘉
靖
三
十
二
年
蕃
舶
託
ユ
言
舟
綱
一
風
漉
「
願
智
借
二
重
鏡

地
ハ
暴
ゆ
諸
水
漬
貢
物
昂
豊
野
隠
語
注
梢
許
レ
之
、
初
志
茨
半

商
入
牟
協
好
利
者
、
漸
運
昌
籠
號
穣
挽
一
爲
屋
、
佛
郎
機
野

壷
混
入
、
病
棟
飛
雲
、
櫛
比
相
墾
、
久
乏
逡
欝
レ
所
擦
ご

あ
っ
て
慕
靖
三
十
二
年
（
一
五
五
三
年
）
注
柏
の
許
を
得
て

マ
カ
オ
の
地
を
借
り
、
草
小
屋
を
造
b
、
次
第
に
家
屋
を

建
築
す
る
に
至
り
し
は
、
佛
郎
機
以
外
の
蕃
舶
に
し
て
、

市
丘
機
の
船
舶
に
あ
ら
す
、
野
郎
機
は
皿
後
よ
b
悟
入
す
る

に
至
り
し
も
の
ご
解
探
せ
ざ
る
を
得
な
い
様
で
あ
る
が
．

．
佛
郎
機
以
外
の
蕃
舶
が
、
マ
カ
オ
の
家
を
借
り
て
家
屋
を

建
築
し
た
こ
云
ふ
こ
ご
は
信
せ
ら
れ
な
い
。
佛
郎
機
遽

得
二
混
入
一
云
々
以
下
の
交
は
、
明
か
に
明
史
佛
器
機
傳
の

文
を
補
綴
し
た
る
も
の
に
し
て
、
蒲
郡
門
並
略
の
交
は
、

二
つ
の
別
々
の
史
料
に
温
し
て
、
何
等
の
批
鋼
を
加
へ
す

之
を
混
合
顧
慮
し
た
る
も
の
に
魁
ぎ
ざ
れ
ば
、
嘉
靖
三
十

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
九
八
　
（
ニ
ニ
ニ
）

二
年
轟
轟
舶
先
づ
マ
カ
オ
の
地
を
借
り
て
家
屋
を
建
築
し

實
に
佛
郎
機
が
之
に
混
入
し
た
機
に
、
前
後
の
關
係
あ
る

も
の
ざ
し
て
解
幽
す
る
こ
ご
が
出
來
ぬ
。
故
に
湊
門
紀
伊

の
マ
カ
オ
の
由
來
に
關
す
る
特
別
の
記
事
こ
し
て
は
、
嘉

靖
三
十
二
年
に
、
蕃
舶
が
注
柏
の
許
を
得
て
．
マ
カ
オ
の

地
を
借
り
、
家
屋
を
建
設
し
た
ざ
云
ふ
事
だ
け
で
あ
る
が

此
悉
曇
は
佛
無
機
の
船
船
を
指
し
た
も
の
で
．
決
し
て
佛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
お
ぜ

郎
機
以
外
の
蕃
舶
を
指
し
た
も
の
で
は
な
い
。
三
富
蓮
志

に
引
用
せ
る
碧
大
記
、
丁
以
忠
傳
に
、
丁
…
新
香
が
嘉
靖
十

七
年
（
戊
戌
）
の
進
士
で
、
廣
束
按
察
使
に
歴
官
し
た
る
事

を
叔
し
、
時
佛
郎
機
翼
違
レ
夏
春
住
爲
南
琴
爪
海
道
副
使
注
柏

懲
愈
之
唱
　
以
忠
力
孚
日
、
此
必
爲
轟
束
華
燭
旦
愛
川
　
黙
劇
再

思
7
之
、
二
言
不
レ
從
、
急
信
ボ
右
布
政
使
一
の
交
を
載
せ
て
居

る
。
海
獣
副
使
注
粕
の
從
心
身
に
依
っ
て
南
画
に
潜
住
す
る

に
至
っ
た
者
は
佛
郎
機
で
、
他
の
諸
事
で
は
な
い
諜
で
あ

る
。
南
漠
は
濠
鏡
襖
師
ち
マ
カ
オ
を
指
す
も
の
で
あ
る
こ

ご
は
疑
が
無
い
。
湊
門
紀
略
の
蕃
舶
が
南
柏
の
許
を
得
て



マ
カ
オ
の
地
を
借
り
、
家
屋
を
建
築
し
た
こ
云
ふ
記
事
は

丁
以
忠
傳
の
佛
郎
機
翼
が
注
柏
の
懲
慰
に
從
っ
て
南
砂
に

居
住
し
た
こ
云
ふ
記
事
ご
、
同
一
の
喜
多
を
述
べ
た
も
の

で
あ
る
こ
ご
は
明
か
で
、
蕃
舶
は
佛
郎
機
の
船
舶
を
指
し

た
も
の
で
あ
る
こ
ご
は
疑
が
な
い
。
只
だ
佛
兵
機
の
船
舶

こ
す
’
れ
ば
、
朝
貢
國
で
な
い
佛
郎
機
が
湿
…
荷
ざ
な
っ
た
貢

物
を
乾
か
す
ご
云
ふ
名
義
で
、
マ
カ
オ
の
地
を
借
め
た
こ

云
ふ
こ
ざ
に
な
る
が
、
こ
れ
は
如
何
に
解
騨
す
べ
き
で
あ

ら
う
か
っ
こ
れ
を
全
然
虚
妄
の
記
事
こ
し
て
之
を
湧
く
れ

ば
、
そ
れ
ま
で
、
あ
る
が
、
明
史
佛
有
機
傳
に
、
路
盤
四

十
四
年
僑
総
二
満
裾
短
一
入
貢
、
已
改
総
＝
蒲
富
麗
家
h
守
立

命
聞
、
下
レ
部
議
、
言
必
佛
郎
機
假
托
、
乃
郷
レ
之
の
記
事

も
見
え
て
居
る
事
で
あ
る
か
ら
、
注
粕
が
丁
以
忠
の
媚
態

を
排
し
、
朝
貢
國
に
摩
る
佛
郎
機
の
マ
カ
オ
居
往
を
許
す

に
蒔
田
っ
て
、
名
義
を
マ
ラ
ッ
カ
に
鴨
り
た
も
の
こ
考
へ
る

こ
ε
も
出
面
、
さ
う
考
へ
れ
ば
解
騨
の
出
來
ぬ
こ
ご
も
な

い
楼
で
あ
る
。

　
　
　
第
玉
巻
　
　
研
　
究
　
　
葡
萄
牙
の
マ
カ
ナ
殖
民
地
の
起
原

　
支
那
の
史
籍
に
見
え
て
居
る
事
實
だ
け
に
就
て
考
へ
る

ε
、
嘉
靖
十
四
年
（
一
五
三
五
年
）
以
摩
、
マ
カ
オ
は
諸
氏

商
船
の
貿
易
地
こ
な
り
、
朝
貢
國
こ
し
て
認
め
ら
れ
ざ
る

葡
萄
牙
人
は
、
國
よ
b
之
に
與
る
を
得
ざ
b
し
も
、
何
時

ざ
は
な
し
装
之
に
混
入
す
る
標
に
な
っ
て
、
貿
易
し
て
居

る
間
に
、
嘉
靖
三
十
二
年
（
一
五
五
三
年
）
頃
海
道
副
梗
注

柏
は
反
隈
論
を
排
し
、
葡
萄
牙
入
を
懲
書
し
て
マ
カ
オ
に

居
住
せ
し
む
る
に
至
り
、
初
め
は
茨
舎
撃
ち
草
根
樹
枝
の

假
小
屋
に
過
ぎ
ざ
り
し
も
の
が
、
漸
く
甑
壁
穣
柄
を
以
て

家
屋
を
造
り
、
途
に
「
高
棟
明
麗
櫛
比
相
望
」
ご
云
ふ
宏
壮

な
市
街
を
完
成
す
る
こ
ご
に
な
つ
だ
の
で
あ
る
。
然
し
玉

壷
爾
使
注
狛
が
反
議
論
を
排
し
、
駈
墨
東
馨
他
臼
の
憂
の

豫
想
せ
ら
る
、
も
の
あ
る
こ
ご
を
顧
み
す
、
又
海
鵬
の
無

事
を
保
つ
べ
き
責
任
あ
る
に
も
拘
ら
す
、
葡
萄
牙
・
人
を
懲

慰
し
て
、
マ
カ
オ
に
居
住
せ
し
む
る
様
な
大
事
件
を
決
行

し
だ
こ
ざ
に
就
て
は
、
除
程
重
大
な
理
由
が
あ
っ
た
も
の

ビ
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
支
那
人
の
手
に
な
っ
た
葡

　
　
　
　
　
　
　
第
二
擁
　
　
　
九
九
　
（
ニ
ニ
三
）



　
　
　
第
五
谷
　
　
研
　
究
　
　
葡
筍
牙
の
マ
カ
ナ
殖
民
地
の
超
原
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蜩
?
の
マ
カ
オ
占
襟
に
關
す
る
奥
料
中
に
、
器
品
山
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

明
か
に
し
た
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
慶
東
通
志

に
引
歯
し
た
る
明
の
練
餌
の
奮
廣
束
蓮
志
に
、
嘉
靖
三
十

三
年
海
透
柵
亜
八
、
鄭
宗
興
等
潜
入
醇
佛
大
國
捉
¶
郵
春
蕃

舶
ハ
駝
　
廣
外
洋
ハ
沼
海
郷
村
大
高
宝
亀
掠
ハ
復
在
私
脳
建
h
集
出

叛
亡
数
千
ハ
謄
写
感
通
海
風
方
武
等
【
合
、
流
劃
漸
江
諾
郡
n

尋
風
息
束
「
提
督
飽
象
賢
一
巡
謬
論
使
注
勧
ハ
督
　
指
揮

王
流
黒
門
諸
等
「
柱
姉
獲
亜
八
等
於
廣
海
¶
俘
二
黒
一
百
四

十
六
人
ハ
溺
ン
水
焼
死
甚
衆
、
鯨
窯
散
走
、
而
徐
戸
籍
武
備

良
　
瀟
建
一
至
潮
、
璽
孟
留
所
複
、
斬
　
鈴
海
選
廣
潮
唇

議
論
先
後
檎
　
鐵
賊
蕪
一
千
二
百
除
人
一
滴
壺
八
宗
興
等
於
v

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ
　

市
、
海
島
穂
清
の
記
事
が
見
え
て
居
る
○
箒
海
右
文
に
も

殆
ん
ざ
同
機
の
記
事
が
あ
る
。
注
粕
等
の
廣
年
寄
海
の
海

賊
を
檎
差
せ
る
は
、
溢
泌
三
十
三
年
の
事
で
あ
る
が
、
轟

け
其
後
何
年
の
事
で
あ
る
か
明
か
で
な
い
が
、
嘉
靖
三
十

二
年
に
、
注
柏
が
葡
萄
牙
船
の
マ
カ
オ
借
地
を
許
し
た
こ

云
ふ
漢
門
紀
略
の
記
事
、
響
大
記
丁
以
忠
傳
の
葡
萄
牙
人

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
　
一
〇
〇
　
（
ニ
ニ
四
〕

が
注
粕
の
邪
心
慧
に
從
っ
て
、
晦
漢
に
措
住
し
だ
こ
云
ふ
記
．

事
ご
、
何
厨
腎
か
の
爾
係
が
あ
る
楼
…
に
も
思
は
れ
る
Q
注
柏

が
出
講
八
、
鄭
宗
興
等
の
海
賊
討
伐
に
於
て
、
葡
萄
牙
人

．
の
援
助
を
受
け
た
ざ
云
ふ
事
は
疑
問
ε
し
て
も
、
砺
茶
の

海
賊
討
伐
に
驕
係
が
あ
る
こ
ざ
は
明
か
で
め
る
か
ら
、
彼

が
之
に
於
て
葡
萄
牙
入
の
援
助
を
籍
る
の
必
要
を
詠
じ
、

丁
以
忠
等
の
反
偶
論
を
排
し
、
マ
カ
オ
居
往
の
條
件
を
以

て
、
之
を
誘
ふ
に
至
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
Q
明
史
佛

碁
譜
傳
に
、
自
昌
三
紋
死
㎜
海
禁
復
弛
、
佛
郎
機
遽
縦
：
横
海

上
「
無
F
所
レ
忌
、
而
其
市
　
香
山
漢
壕
鏡
漢
一
編
至
　
築
レ
室
建
7

城
、
雄
豊
海
眸
嚇
者
二
野
一
芸
將
吏
不
官
者
、
反
響
爲
ユ
外

垣
鼠
矢
こ
い
ふ
記
事
が
あ
っ
て
、
支
那
官
憲
が
海
賊
に
劉
す

る
保
障
ざ
し
て
、
寧
ろ
佛
郎
機
の
築
室
建
城
を
獣
号
し
た

事
は
懇
像
さ
れ
る
繕
貼
で
あ
る
。
此
の
如
く
解
鐸
す
る
ざ
、

注
粕
が
藩
学
論
を
排
し
て
葡
萄
牙
人
の
マ
カ
オ
居
住
を
愈

懲
し
た
理
由
も
説
明
さ
れ
、
又
マ
カ
オ
の
殖
民
地
は
海
賊

討
伐
の
條
件
こ
し
て
、
支
那
よ
り
捌
譲
さ
れ
た
も
の
で
あ



る
ビ
云
ふ
葡
萄
牙
逆
井
の
説
に
も
合
す
る
詳
で
あ
る
Q
マ

カ
オ
附
近
は
昔
よ
り
海
賊
の
集
窟
こ
し
て
、
有
名
な
地
方

で
、
近
く
は
一
九
一
〇
年
（
剛
治
四
十
三
年
建
仁
二
年
）
、

清
國
の
移
微
に
依
っ
て
、
葡
萄
愚
人
の
征
討
せ
る
海
賊
安

四
二
の
如
き
は
、
梁
黍
華
梁
大
振
ご
云
ふ
も
の
を
亘
魁
ご

戴
き
、
六
七
十
年
悶
横
琴
島
即
ち
渓
九
事
件
で
有
名
盆
．
過

路
書
髭
の
岩
窟
に
撃
っ
て
、
葡
萄
牙
及
び
支
那
の
主
権
を

寵
め
な
か
つ
だ
様
な
・
實
例
も
あ
る
か
ら
、
葡
萄
牙
人
が
海

賊
討
伐
の
條
件
こ
し
て
、
マ
カ
オ
の
居
留
を
許
さ
れ
な
ご

云
ふ
こ
ご
も
、
實
際
有
り
得
べ
き
話
の
襟
に
思
は
れ
る
、

　
凹
轟
、
葡
萄
牙
人
の
．
マ
カ
オ
占
領
の
年
代
に
就
て
　
然
る

　
　
わ
　

に
ピ
ン
ト
ー
の
記
事
に
は
、
褒
東
の
官
憲
が
支
．
那
商
人
の

要
求
に
依
b
、
マ
カ
オ
を
以
て
葡
萄
牙
入
に
輿
へ
た
年
は

一
玉
五
七
年
（
嘉
靖
三
十
山
ハ
年
）
に
な
っ
て
居
る
楼
で
あ

る
。
葡
萄
牙
入
が
マ
カ
オ
を
占
領
し
だ
年
は
一
五
五
七
年

で
あ
る
ご
云
ふ
事
は
、
ピ
ン
ト
ー
の
み
に
見
え
て
、
他
の
葡

萄
牙
所
傳
の
説
に
な
い
事
で
あ
る
か
、
ジ
ユ
ン
グ
ス
テ
ツ

　
　
　
猿
五
巷
　
　
研
　
究
　
　
葡
萄
牙
の
『
、
カ
ォ
殖
民
地
の
起
原

ト
や
、
ジ
エ
ス
ス
に
引
用
せ
る
フ
ァ
ソ
ァ
・
イ
・
ソ
ゥ
サ
の

記
事
に
も
、
其
事
は
三
田
い
て
世
心
な
｝
い
。
三
蓋
ー
3
一
や
ト
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
　
　

ゴ
ウ
ル
ト
に
は
勿
論
見
當
ら
な
い
。
然
し
ジ
ユ
ソ
グ
ス
ク

ッ
ト
は
一
五
五
七
年
外
忍
人
が
支
那
官
憲
の
許
可
を
鴛
て

ア
マ
ン
ガ
オ
（
阿
…
蠣
漁
い
）
ご
船
守
す
る
一
環
殖
島
に
聚
居
す
る
こ

ご
に
な
っ
た
ご
云
ふ
ピ
ン
ト
ー
の
記
事
に
樹
し
て
は
、
葡

著
作
家
中
に
異
説
が
無
い
様
に
言
っ
て
居
る
の
み
な
ら
す

面
繋
に
葡
萄
牙
商
人
の
一
群
は
、
ア
マ
ビ
云
ふ
荒
蕪
の
一

嶋
峨
に
居
議
す
る
こ
ご
を
許
さ
れ
、
ラ
ム
パ
カ
ォ
よ
h
四

艘
の
船
を
以
て
、
液
ち
に
之
に
赴
き
、
在
來
の
假
小
屋
に

代
へ
て
、
堅
牢
な
陣
屋
を
改
造
す
る
に
至
っ
た
こ
ご
を
述

べ
て
居
る
。
ジ
エ
ス
ス
も
マ
カ
オ
の
諸
記
録
に
標
っ
て
、

一
五
五
七
年
に
支
那
の
官
商
が
葡
萄
牙
入
の
爲
め
に
マ
カ

オ
居
住
の
勅
許
を
得
た
こ
ご
を
述
べ
て
居
る
。
フ
ァ
ソ
ア
・

イ
・
ソ
ゥ
ナ
或
け
バ
ル
ロ
ス
の
筆
を
績
い
だ
デ
イ
オ
ゴ
・
ド

コ
ウ
ト
夏
○
σ
q
o
9
∩
o
暮
○
の
斜
な
葡
萄
牙
著
作
家
に
、

一
五
五
七
年
に
葡
萄
牙
入
が
マ
カ
オ
に
居
住
し
た
こ
云
ふ

　
　
　
　
　
　
筑
高
鷲
　
　
一
〇
一
　
（
ニ
ニ
五
）



　
　
　
第
五
巻
　
　
研
　
究
　
　
葡
萄
牙
の
マ
カ
ナ
嫌
民
地
の
越
原

記
録
が
存
し
て
居
る
課
で
あ
ら
う
か
、
他
に
傍
讃
の
無
い

ピ
ソ
ト
ー
だ
け
の
説
は
信
ず
る
こ
ご
は
出
來
な
い
が
、
若

し
他
の
葡
萄
牙
著
作
家
中
に
其
徴
謹
を
求
む
る
こ
ご
が
出

來
る
こ
す
れ
ば
、
こ
れ
は
信
ず
べ
き
が
當
然
の
…
様
で
、
さ

う
す
る
ご
、
嘉
靖
三
十
二
年
に
注
柏
が
葡
萄
牙
入
の
マ
カ

オ
居
住
を
許
し
淀
ご
云
ふ
言
言
紀
賂
の
記
事
を
否
認
せ
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
三
三
な
る
が
、
併
し
漢
門
紀
略
の
記
事
に

擦
る
ご
、
嘉
靖
三
十
二
年
に
注
柏
の
葡
萄
牙
人
に
マ
カ
オ

居
住
を
許
し
た
當
初
に
は
、
僅
か
に
茨
舎
に
過
ぎ
す
、
領

盤
糠
柄
の
家
屋
が
出
來
る
機
に
な
っ
た
の
は
、
其
後
の
事

で
あ
る
か
ら
、
嘉
靖
三
十
二
年
に
始
め
て
貯
溜
を
許
さ
れ

其
後
四
五
年
に
し
て
漸
く
家
屋
の
建
造
を
見
る
に
至
り
、
、

殖
民
地
の
墓
礎
が
出
　
來
る
機
に
な
っ
た
こ
考
へ
れ
ば
、
必

ず
し
も
之
を
否
認
す
る
に
も
及
ば
ぬ
機
で
あ
る
Q
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現
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魯
山
縣
志
巻
囚
海
防
附
漢
門

漢
門
出
略
塗
上
官
等
篇

廣
東
通
志
巻
二
百
四
十
三
、
官
績
錐
十
三

廣
東
通
志
巷
一
百
入
十
八
、
前
門
岩
八

（
2
）

（
2
6
）

（
7
Z
）

蒲
海
繭
編
巻
之
三
、
倭
愛
日
弥
靖
三
十
三
年
の
條
註
解

密
ω
轟
剛
｝
）
…
（
轡
”
・
曽
．
い
扁
§
啄
8
舞
画
歴

b
Φ
諮
券
器
鎌
。
号
壱
．
O
O
×
渚
ド

ご
戸
毎
σ
q
。
。
3
臼
甲
午
鐸
竈
・
一
ピ
潔

r
型
一
「
．
ζ
。
昌
（
ζ
｝
》
ぎ
叶
。
…
、

明
治
時
代
に

就
き
て

文
學
士

古
　
　
田

良

　
明
治
時
代
は
慶
癒
三
年
十
月
十
四
日
徳
川
慶
喜
大
政
奉

還
に
始
り
、
明
治
四
十
五
年
七
月
三
十
ロ
明
治
天
皇
崩
御

に
熱
る
一
時
代
な
り
。
固
よ
り
こ
れ
に
就
き
て
は
人
に
よ

り
或
は
児
る
所
を
異
に
す
る
も
あ
る
べ
し
。
そ
の
明
治
天

皇
崩
御
を
…
以
て
・
絡
こ
な
す
こ
ご
は
恐
く
異
論
な
き
所
　
な
る

ぺ
け
れ
ざ
も
、
こ
の
時
代
の
始
を
何
れ
の
時
ε
な
す
が
に

就
き
て
ぼ
種
々
の
見
方
あ
る
べ
し
。
或
は
魚
心
二
年
十
二

且
孝
明
天
皇
崩
御
し
給
ひ
、
明
治
天
皇
践
丸
し
給
ひ
し

時
を
以
て
ぜ
ん
ご
す
る
も
あ
る
ぺ
け
れ
ざ
も
、
こ
は
明
治

　
　
　
第
五
巷
　
　
研
　
究
　
　
明
治
二
幅
に
就
き
て

時
代
ビ
云
ふ
こ
ビ
を
明
治
天
皇
御
治
世
の
時
代
ピ
の
意
味

に
解
し
た
る
も
の
に
し
て
、
こ
れ
亦
一
見
解
た
る
ぺ
け
れ

ざ
も
予
は
姑
一
こ
れ
を
取
ら
す
。
何
ご
な
れ
ば
予
は
朋
治

時
代
の
総
は
專
ら
政
椹
の
金
壷
に
よ
り
て
名
づ
く
べ
き
も

の
に
し
て
、
從
っ
て
政
樺
の
徳
川
幕
府
の
手
を
離
れ
明
治

政
府
の
手
に
威
し
セ
る
時
を
以
て
始
こ
な
す
べ
き
も
の
な

り
ビ
考
ふ
れ
ば
な
b
。
或
は
主
こ
し
て
立
憲
政
膿
の
成
立

に
着
眼
し
、
そ
の
見
地
よ
り
慶
癒
四
年
三
月
＋
四
日
五
箇

條
御
誓
文
の
幽
で
睡
る
時
を
以
て
始
こ
な
す
も
あ
る
べ

　
　
　
　
　
　
　
第
二
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（
二
二
七
）


